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A checklist of the parasitic nematodes of freshwater fishes of Japan (1905-2016) - Part 1
Kazuya NAGASAWA1
要旨：1905-2016 年までの 112 年間に出版された文献に基づき，日本産淡水魚類から記録された線虫類の情報を寄
生虫－宿主リストと宿主－寄生虫リストに整理した。これまでに 2 綱 3 目 17 科に属する線虫類が報告され，52 名
義種が記録された。そのうち，以下の 10 科に含まれる 30 名義種と未同定種の情報を本前篇で示す。各科に属する
名義種数は次の通りである：ドリライムス綱ディオクトフィメ目の腎虫科（1 種）；同綱鞭虫目の毛細線虫科（4 種）；
クロマドラ綱旋尾線虫目の頭飾線虫科（0 種），鰾線虫科（2 種），海回虫科（4 種），兜線虫科（2 種），大口線虫科（3
種），魚線虫科（7 種），極細線虫科（1 種），顎口虫科（6 種）。本目録には種まで同定されなかった線虫類の情報も
含む。
キーワード：線虫類，寄生虫，淡水魚類，目録，文献集
Abstract: Information on the nematodes of freshwater fishes of Japan published during 112 years between 1905 and 2016 
is assembled as Parasite-Host and Host-Parasite lists. Fiffty-two nominal species and some unidentified species of the 
nematodes in 17 families, 3 orders, and 2 classes were reported during this period. The first part of this checklist includes 
30 nominal species in the following nine families: Dioctophymatidae (1 species) in the order Dictophymatida, and 
Capillariidae (4 species) in the order Trichocephalida (class Dorylaimea); Anguillicolidae (2 species), Anisakidae (4 
species), Camallanidae (2 species), Cucullanidae (3 species), Cystidicolidae (7 species), Daniconematidae (1 species), and 
Gnathostomatidae (6 species) in the order Spriruida (class Chromadorea). Information is also given on the nematodes of 
Acuariidae and other families that were not identified to species level.










学術論文は， 1905 年 （明治 38 年） に出版されたサケ科
魚類の鰾に寄生する線虫類に関する報文 （越田， 1905） 
である。それ以降， 本目録執筆時の 2016 年までの 112
年間に多くの論文が出版されてきている。それらの研
究成果は， まず 1961 年に山口左仲博士による大著 





























著しく進展させた。第二次世界大戦後， 特に 1950 年代
には医学分野でユウキョクガッコウチュウ （有棘顎口
虫） Gnathostoma spinigerum の研究が九州大学の宮崎
一郎博士らによって精力的に行われた。その後，日本
人による研究は停滞したが，1960 年代にはカナダ海
洋漁業省太平洋生物学研究所の Leo Margolis 博士が
サケ科魚類に寄生する線虫類の分類学的混乱を整理し
た。また，1980 年代以降は，チェコ科学アカデミー




えばMeldal et al., 2007; van Megan et al., 2009） によっ
て，魚類寄生性線虫類で従来用いられてきた体系（例









　1905 年から 2016 年までの 112 年間に日本産淡水魚




Gnathostomatidae までの 10 科に属する線虫類を取り
上げる。カギオセンチュウ （鉤尾線虫） 科 （改称）




ドリライムス綱 Class Dorylaimea Hodda, 2007
　 ディオクトフィメ目 
　Order Dioctophymatida Ryzhikov and Sonin, 1981
　　 ジンチュウ（腎虫）科 Family Dioctophymatidae 
Railliet, 1915
　　　 イセンチュウ（胃線虫）属（新称） 
　　　Genus Eustrongylides Jägerkiöld, 1909
　ベンチュウ（鞭虫）目 
　Order Trichocephalida Sasski, 1954
　　 モウサイセンチュウ（毛細線虫）科 
　　Family Capillariidae Railliet, 1915
　　　 モウサイセンチュウ（毛細線虫）属 
　　　Genus Capillaria Zeder, 1800
　　　 ニセモウサイセンチュウ（偽毛細線虫）属（新称） 
Genus Pseudocapillaria Freitas, 1959
クロマドラ綱 Class Chromadorea Inglis, 1983
　 センビセンチュウ（旋尾線虫）目 
　Order Spiruida Railliet, 1914
　　 トウショクセンチュウ（頭飾線虫）科 
　　Family Acuariidae Railliet, Henry and Sisoff, 1912
　　　 トウショクヨウセンチュウ（頭飾幼線虫）属（新称） 
Genus Agamospirura Henry and Sisoff, 1913
　　 ウキブクロセンチュウ（鰾線虫）科（改称） 
　　Family Anguillicolidae Yamaguti, 1935
　　　 ウキブクロセンチュウ（鰾線虫）属 
　　　Genus Anguillicola Yamaguti, 1935
　　 ウミカイチュウ（海回虫）科 
　　Family Anisakidae Railliet and Henry, 1912
　　　 ウミカイチュウ（海回虫）属（新称） 
　　　Genus Anisakis Dujardin, 1845
　　　 ミズトリカイチュウ（水鳥回虫）属（新称）
　　　 Genus Contracaecum Railliet and Henry, 1912
　　　 アザラシウミカイチュウ（海豹海回虫）属（新称） 
Genus Pseudoterranova Mozgovoy, 1951
　　 カブトセンチュウ（兜線虫）科（改称） 
　　Family Camallanidae Railliet and Henry, 1915
　　　 カブトセンチュウ（兜線虫）属（新称） 
　　　Genus Camallanus Railliet and Henry, 1915
　　　 ツボグチセンチュウ（壷口線虫）属（新称）
　　　 Genus Procamallanus Olsen, 1952
　　 オオクチセンチュウ（大口線虫）科（改称） 
　　Family Cucullanidae Cobbold, 1864
　　　 オオクチセンチュウ（大口線虫）属（新称）
　　　 Genus Cucullanus Mülller, 1777
　　 ウオセンチュウ（魚線虫）科（新称） 
　　Family Cystidicolidae Skrjabin, 1946
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　　　 カムルチーセンチュウ（雷魚線虫）属（新称） 
Genus Pingus Hsü, 1933
　　 クチビルセンチュウ（唇線虫）科（新称） 
　　Family Raphidascarididae Hartwich, 1954
　　　 ウオカイチュウ（魚回虫）属（新称） 
　　　Genus Hysterothylacium Ward and Magath, 1917
　　　 クチビルセンチュウ（唇線虫）属（新称）
　　　 Genus Raphidascaris Railliet and Henry, 1915
　　 コウシセンチュウ（口歯線虫）科（新称） 
　　 Family Rhabdochonidae Travassos, Artigas and 
Pereira, 1928
　　　 コウシセンチュウ（口歯線虫）属（新称）
　　　 Genus Rhabdochona Railliet, 1916
　これまでに日本産淡水魚類から報告された線虫類は
52 名義種に達する。本報では，ガッコウチュウ（顎
































Genus Ascarophis van Beneden, 1870
　　　 ウオセンチュウ（魚線虫）属（新称） 
　　　Genus Cystidicola Fischer, 1798
　　　 マスセンチュウ（鱒線虫）属（新称） 
　　　 Genus Salmonema Moravec, Santos and Brasil-
Sato, 2008
　　　 マスウキブクロセンチュウ（鱒鰾線虫）属 
Genus Salvelinema Trofimenko, 1962
　　　 トゲハダセンチュウ（棘肌線虫）属（新称） 
　　　Genus Spinitectus Fourment, 1883
　　 ゴクボソセンチュウ（極細線虫）科（改称） 
　　Family Daniconematidae Moravec and Køie, 1987
　　　 アカザセンチュウ（赤佐線虫）属 
　　　 Genus Mexiconema Moravec, Vidal and Salgado-
Maldonado, 1992
　　 ガッコウチュウ （顎口虫） 科 
　　Family Gnathostomatidae Railliet, 1895
　　　 ガッコウチュウ （顎口虫） 属 
　　　Genus Gnathostoma Owen, 1836
　　　 スッポンセンチュウ（鼈線虫）属（新称） 
　　　Genus Spiroxys Schneider, 1866
　　 カギオセンチュウ（鉤尾線虫）科（改称） 
　　Family Hedruridae Railliet, 1916
　　　 カギオセンチュウ（鉤尾線虫）属（新称）
　　　 Genus Hedruris Nitzsch, 1821
　　 イトクズセンチュウ（糸屑線虫）科 
　　Family Micropleuridae Baylis and Daubney, 1922
　　　 ホソミセンチュウ（細身線虫）属 
　　　Genus Philonema Kuitunen-Ekbaum, 1933
　　 イトセンチュウ（糸線虫）科 
　　Family Philometridae Baylis and Daubney, 1926
　　　 コシダカセンチュウ（腰高線虫）属 
　　　Genus Clavinema Yamaguti, 1935
　　　 イトセンチュウ（糸線虫）属 
　　　Genus Philometra Costa, 1845
　　　 ヒモセンチュウ（紐線虫）属 
　　　Genus Philometroides Yamaguti, 1935
　　 ホウヨクセンチュウ（胞翼線虫）科 
　　Family Physalopteridae Leiper, 1908
　　　 アツエリセンチュウ（厚襟線虫）属（新称） 
　　　Genus Heliconema Travassos, 1919
　　 ムコウセンチュウ（無口線虫）科（新称） 
　　Family Quimperiidae Gendre, 1928
　　　 エゾセンチュウ（蝦夷線虫）属（新称） 
　　　Genus Ezonema Boyce, 1971
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ウ（鉤尾線虫）科以降の 7 科に属する 22 名義種と未
同定種の情報が整理される予定である。




Phylum Nematoda Cobb, 1932
　和名は巌佐ほか（2013：1586）に従う。
ドリライムス綱
Class Dorylaimea Hodda, 2007
　和名は巌佐ほか（2013：1586）に従う。
トリコケファルス亜綱
Subclass Trichocephalia Hodda, 2007
　和名は巌佐ほか（2013：1586）に従う。
ディオクトフィメ目
Order Dioctophymatida Ryzhikov and Sonin, 1981
　和名は巌佐ほか（2013：1587）に従う。
ジンチュウ（腎虫）科
Family Dioctophymatidae Railliet, 1915
　和名は山下ほか（1965：434）に従う。
イセンチュウ（胃線虫）属（新称）




Eustrongylides ignotus Jägerkiöld, 1909
　寄生部位：腹腔壁
　宿主：ワカサギ Hypomesus nipponensis 








　宿主：ヨシノボリ属の 1 種Rhinogobius sp.（1, 2, 3），
カムルチー Channa argus （2）， ナマズ Silurus asotus 
（3）， ブルーギル Lepomis macrochirus （4, 5）， オオク
チバス Micropterus salmoides （4）， 不明魚種 （6）
　分布：茨城県，東京都，岐阜県，滋賀県
　記録：1. Yamaguti （1941a）（－）； 2. Shimazu et al. 
（2000） （東京都：皇居［中道灌濠， 上道灌濠， 蓮池
濠］）；3. 無記名 （2002） （岐阜県：新境川［木曽川水
系］）；4. グライガー（2004）（滋賀県：琵琶湖）；5. 
荒木ほか （2011） （茨城県：潮来地区）；6. Grygier and 
Hirasawa（2011）（滋賀県：琵琶湖）





虫が寄生していた（Shimazu et al., 2000）。
ベンチュウ（鞭虫）目
Order Trichocephalida Spasski, 1954
　和名は巌佐ほか（2013：1587）に従う。
モウサイセンチュウ（毛細線虫）科
Family Capillariidae Railliet, 1915
　和名は山下ほか（1965：433）に従う。
65
広島大学総合博物館研究報告Bulletin of the Hiroshima University Museum 8: December 25, 2016  © 広島大学総合博物館Hiroshima University Museum
日本産淡水魚類に寄生する線虫類目録（1905-2016年）［前篇］
モウサイセンチュウ（毛細線虫）属
Genus Capillaria Zeder, 1800






　備考：Moravec （1987: 119-120） は， Yamaguti （1941a）
による本種の原記載が雌のみで不十分であったことか






Genus Pseudocapillaria Freitas, 1959
　本属の属名は，上記のモウサイセンチュウ属の属名




Pseudocapillaria (Ichthyocapillaria) salvelini (Polyansky, 
1952) Moravec, 1982
　異名：Capillaria curilica Zhukov, 1960 (cf. Zhukov, 
1960), Pseudocapillaria salvelini (Polyansky, 1952) (cf. 
Moravec and Nagasawa, 1985b; Ito et al., 1987)
　寄生部位：腸
　宿主：アメマス Salvelinus leucomaenis leucomaenis
（= S. leucomaenis） （1, 3）， ヤマメOncorhynchus masou 
masou（= O. masou） （2, 3）， アマゴ Oncorhynchus masou 
ishikawae （= O. rhodurus）（2）
　分布：色丹島，北海道，京都府，岡山県，宮崎県
　記録：1. Zhukov （1960） （色丹島：－）；2. Moravec 
and Nagasawa （1985b） （京都府：由良川；岡山県：吉





Capillaria sp. （関， 1975；Seki, 1975；粟倉ほか， 1984） 
は本種と考えられている （Moravec and Nagasawa，
1985b）。同じく北海道産サクラマス幼魚から北村 
（1986：85-86） が得た Capillaria sp. も本種であろう。






Pseudocapillaria (Pseudocapillaria) tomentosa (Dujardin, 
1843) Moravec, 1987
　異名：Capillaria ugui Yamaguti, 1941 （cf. Yamaguti, 
1941a）, Pseudocapillaria tomentosa（Dujardin, 1843） 
（cf. Moravec and Nagasawa, 1989a; Moravec et al., 
1998b; 中村ほか， 2000；無記名， 2002；林ほか， 2006）， 
Pseudocapillaria tomentosa （?） （Dujardin, 1843） （cf. 
Grygier and Hirasawa, 2011）
　寄生部位：腸
　宿主：ウグイ Tribolodon hakonensis（= Leuciscus 
hakonensis） （1, 2, 3, 4）， オイカワ Opsariichthys platypus 
（5）， タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus （5）， モ
ツゴPseudorasbora parva （5）， コイCyprinus carpio （5）， 
フナ属の 1 種 Carassius sp. （5）， カネヒラ Acheilognathus 
rhombeus （5）， コイ科魚類稚魚 cyprinid juveniles （5）， 




　記録：1. Yamaguti （1941a） （福井県：小浜）；2. 
Moravec and Nagasawa （1989a） （東京都：多摩川）；3. 
Moravec et al. （1998b） （静岡県：興津川）；4. 中村ほ
か （2000） （奈良県：高見川）；5. 無記名 （2002） （岐阜
県：実験河川， わんど， 新境川 ［木曽川水系］）；6. 林ほ
か （2006） （福岡県：二ツ川）；7. Grygier and Hirasawa 
（2011） （滋賀県：琵琶湖）
　備考：Yamaguti （1941a） が記載した Capillaria ugui 




から記録した Pseudocapillaria sp. は本種かも知れな
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ウグイモウサイセンチュウ （鯎毛細線虫） （新称） 【中
国産】
Pseudocapillaria (Pseudocapillaria) tomentosa (Dujardin, 
1843) Moravec, 1987
　異名：Pseudocapillaria tomentosa (Dujardin, 1843)
（cf. 沖野ほか，2004）
　寄生部位：腸















センチュウ （新称） Pseudocapillaria (Ichthyocapillaria) 
salvelini であるかも知れない。
クロマドラ綱
Class Chromadorea Inglis, 1983
　和名は巌佐ほか（2013：1587）に従う。
クプレクトゥス亜綱
Subclass Plectia Hodda, 2007
　和名は巌佐ほか（2013：1587）に従う。
センビセンチュウ（旋尾線虫）目
Order Spiruida Railliet, 1914
　和名は巌佐ほか（2013：1587）に従う。
トウショクセンチュウ（頭飾線虫）科
Family Acuariidae Railliet, Henry and Sisoff, 1912
　和名は山下ほか（1965：459-461）に従う。
トウショクヨウセンチュウ（頭飾幼線虫）属（新称）
























　備考：本種は 「旋尾線虫 Spirurata （綱） Agamospirura
（目）」と報告された（村田ほか，1984）。
ウキブクロセンチュウ（鰾線虫）科（改称）
Family Anguillicolidae Yamaguti, 1935
　近年， 本科は 2 属 （ウキブクロセンチュウ属
Anguillicola と ヤ マ ト ウ キ ブ ク ロ セ ン チ ュ ウ 属
Anguillicoloides）で構成されていたが，分子生物学的
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ウキブクロセンチュウ（鰾線虫）属
Genus Anguillicola Yamaguti, 1935
　和名は長澤（1991）と横山・長澤（2014）に従う。
トガリウキブクロセンチュウ（尖り鰾線虫）
Anguillicola crassus Kuwahara, Niimi and Itagaki, 1974
　異名：Anguillicola globiceps Yamaguti, 1935 （cf. 
江草ほか， 1969）， Anguillicola sp. （cf. 江草・Ahmed， 
1970；牛山・見崎， 1977；Salati, 1987）， Anguillicola 
japonica （cf. 松井， 1972）， Anguillicola crassa Kuwahara, 
Niimi and Itagaki, 1974 （cf. Kuwahara et al., 1974; 
広瀬ほか， 1976；江草， 1978；Egusa, 1979）， Anguillicola 
（Anguillicoloides） crassus Kuwahara, Niimi and 
Itagaki, 1974 （cf. Moravec and Taraschewski, 1988）， 
Anguillicoloides crassus （Kuwahara, Niimi and Itagaki, 
1974） （cf. Grygier and Hirasawa, 2011; Lefebvre et al., 
2012; Laetsch et al., 2012）， 鰾内の線虫 （cf. 江草， 1970）， 
アンギリコラ・クラッサ（cf. 丹羽，1979）
　寄生部位：鰾
　宿主：ニホンウナギ Anguilla japonica （1, 3, 4, 5, 7, 
8, 9, 10, 11, 12, 13, 14, 15, 16, 17, 18, 19, 20, 21, 23），







岡県：吉田）；4. 松井（1972）（－）；5. Kuwahara et 
al. （1974） （静岡県：浜松市周辺）；6. 広瀬ほか （1976） 
（静岡県：－；愛知県：－）；7. 牛山・見崎 （1977） （静




縄 県： 養 鰻 池 ）；9. Egusa （1979） （ － ）；10. 丹 羽 
（1979） （－）； 11. Salati （1987）（－）；12. Moravec and 
Taraschewski （1988） （静岡県：－）; 13. 長澤 （1991） 
（愛知県：養鰻場）；14. Hirose et al.（1998） （愛知県：
三河市）； 15. 乾ほか（1998）（静岡県：－）；16. 乾ほ
か （1999） （静岡県：－）；17. Ushikoshi et al. （1999） 
（－）；18. 無記名（2002）（岐阜県：実験河川［木曽
川水系］）；19. Moravec et al.（2005） （愛知県：一色
町）；20. Rahhou et al. （2005） （東京都：荒川？）；21. 
Wielgoss et al. （2008） （愛知県：三河湾；山口県：椹
野）；22. Grygier and Hirasawa（2011） （滋賀県：琵琶
湖）；23. Laetsch et al. （2012） （和歌山県：－）
　備考：江草ほか （1969） が 「Anguillicola globiceps」 
として報告した線虫は本種である （広瀬ほか， 1976）。
松 井 （1972：571） は ニ ホ ン ウ ナ ギ の 「 胆 嚢 に は
Anguillicola japonicaがよく寄生する」 と記しているが， 
この種は本種と考えられ （Nagasawa et al.，1994），胆
嚢に寄生することはない。本種の本来の分布域は東ア
ジアであるが （Nagasawa et al., 1994）， ヨーロッパや
北米にも持ち込まれている（Lefebvre et al., 2012）。
本種の国内分布が Lefebvre et al.（2012）によって図
示されている。本種の中間宿主はカイアシ類とカイム
シ類である （広瀬ほか， 1976；Moravec et al., 2005）。
東アジアにおける本種の生物学的知見を纏めた総説
（Nagasawa et al., 1994） がある。わが国で出版された
本種の情報は嶋津 （1998：5-6） や Nagasawa et al. 
（2007） にも掲載されているほか， 本種に関する解説 
（長澤，1991， 2003：20-26；Moravec, 2006: 515-528; 
Moravec, 2013: 265-278） がある。本種は養殖ウナギ
類の病害虫であり，魚病学の教科書等に解説（江草， 




Anguillicola globiceps Yamaguti, 1935
　寄生部位：鰾
　宿主：ニホンウナギ Anguilla japonica（1, 2, 3, 4, 5, 





－；愛知県：－）；4. Egusa （1979） （－）；5. Shimazu 
（1979） （青森県：平沼；長野県：木崎湖）；6. Moravec 
and Taraschewski（1988）（－）；7. Hirose et al.（1998）
（千葉県：利根川）；8. Wielgoss et al.（2008）（愛知県：
三河湾）；9. Laetsch et al.（2012）（和歌山県：－）
　備考：東アジアにおける本種の生物学的知見は
Nagasawa et al. （1994） によって整理されているほか，
わが国における本種の情報は山下 （1965：456） や嶋津 
（1998：6）， Nagasawa et al. （2007） にも収録されてい
る。本種の国内分布が Lefebvre et al. （2012） によって
図示されている。本種に関する解説 （Moravec, 2006: 
507-511）がある。魚病学の教科書等にも記述がある 
（江草， 1974， 1978；広瀬・江草， 1983；広瀬， 1989，
68















Genus Anisakis Dujardin, 1845
　新標準和名は，本属を含むウミカイチュウ科に倣う。
イルカウミカイチュウ（海豚海回虫）［第 3 期幼虫］
Anisakis simplex (Rudolphi, 1809) Dujardin, 1845
　 異 名：Anisakis salaris （Gmelin, 1790） （cf. Fujita，
1939, 1940）， Anisakis sp. I 型幼虫 （cf. 大鶴ほか， 1972；
市原， 1973；Shiraki, 1974；宮本・久津見， 1980）
　寄生部位：腹腔， 腸間膜， 肝臓， 胃壁， 生殖腺， 筋肉
　宿主：サケ Oncorhynchus keta （1, 2, 8）， カラフトマス
Oncorhynchus gorbuscha （1）， サクラマス Oncorhynchus 
masou masou （= O. masou） （1, 8）， アメマス Salvelinus 
leucomaenis leucomaenis （= S. malma） （2）， イトウ Hucho 
perryi （9）， ニゴイ Hemibarbus barbus （3, 5）， ウグイ









海道：釧路川）；7. Moravec et al. （1985）（北海道：塘





















　宿主：カラフトマス Oncorhynchus gorbuscha （1），
サクラマス Oncorhynchus masou masou（= O. masou） 






山県：神通川）；5. 粟倉・原 （1984） （北海道：斜里川， 
北見幌別川， 信砂川， 目名川， 風蓮川；新潟県：三面






















Contracaecum osculatum (Rudolphi, 1802) Baylis, 1920
　異名：Contracaecum-type larva (A) （cf. Shiraki, 1974） 
　寄生部位：腹腔
　宿主：ウグイ Tribolodon hakonensis （1）， 太平洋系
降海型イトヨ Gasterosteus aculeatus aculeatus （= G. 
aculeatus） （2）， サケ Oncorhynchus keta（3）
　分布：北海道，秋田県
　記録：1. Shiraki （1974） （秋田県：米代川）；2. Moravec 
et al. （1985） （北海道：シラルトロ湖）；3. 浦和（1986）
（北海道：千歳川）












　宿主：カラフトマス Oncorhynchus gorbuscha （1）， 
サクラマス Oncorhynchus masou masou（= O. masou） 
（2, 3, 4, 6）， サツキマスOncorhynchus masou ishikawae 
（5）， 不明サケ科魚類 unspecified salmonids（3）
　分布：北海道，岐阜県，三重県
　記録：1. Margolis （1957） （北海道：湧別川）；2. 関
（1975） （北海道：目名川）；3. Seki（1975） （北海道：























　宿主：オイカワ Opsariichthys platypus， タモロコ
Gnathopogon elongatus elongatus， モツゴ Pseudorasbora 
parva， カマツカPseudogobio esocinus， ツチフキAbbottina 
rivularis， ゼゼラ Biwia zezera， コウライモロコ Squalidus 
chankaensis tsuchigae， ニゴイ Hemibarbus barbus， フ
ナ属の 1 種 Carassius sp.， カネヒラ Acheilognathus 
rhombeus， ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus， ブ
ルーギル Lepomis macrochirus， ヨシノボリ属の 1 種




























（Grygier and Hirasawa, 2011）。










Genus Pseudoterranova Mozgovoy, 1951
　新標準和名は，本属に含まれる下記のアザラシウミ
カイチュウ Pseudoterranova decipiens に倣う。
アザラシウミカイチュウ（海豹海回虫）［幼虫］























Camallanus cotti Fujita, 1927
　寄生部位：腸，直腸
　宿主：ナマズ Silurus asotus（= Parasilurus asotus） 
（1, 2）， オ イ カ ワ Opsariichthys platypus（= Zacco 
platypus） （1, 2, 3）， ハスOpsariichthys uncirostris uncirostris 
（= Opsarichthys uncirostris） （1, 2）， カワムツ Candidia 
temminckii （= Zacco temmincki） （3）， ウグイ Tribolodon 
hakonensis （= Leuciscus hakonensis） （3）， ミナミメダ
カ Oryzias latipes （8）， カジカ Cottus pollux （1, 2, 3）， 
ウツセミカジカ Cottus reinii （5, 7）， ドンコ Odontobutis 
obscura （= Mogurnda obscura） （3）， ウキゴリ属の 1
種 Gymnogobius sp.（= Chaenogobius macrognathos） 
（3）， ヨシノボリ属の 1 種 Rhinogobius sp. （= R. similis） 










「Chaenogobius macrognathos」 は， 過去の成書 （青柳， 




たことを考慮して， 本目録では 「ウキゴリ属の 1 種」
と す る。Yamaguti （1941a） が 報 告 し た 宿 主 の




られ （例えば Menezes et al., 2006）， その国際的な移動
に伴って （Moravec et al., 1999; Kim et al., 2002）， 近
年，分布域を世界に広げている。ハワイ産標本に基づ
いて再記載された （Rigby et al., 1997）。本種に関する
解説 （山下， 1965：455；嶋津， 1998：5） がある。新
標準和名はタイプ宿主がカジカであることに因む。
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ツボグチセンチュウ（壷口線虫）属（新称）
Genus Procamallanus Olsen, 1952
　新標準和名は，本属の種が壷状の口腔をもつことに
因む。本属に含まれる下記のナマズセンチュウ（新称）
Procamallanus parasiluri は Spirocamallanus 属に所属
されることがあるが，ここでは本属に含めておく。
ナマズセンチュウ（鯰線虫）（新称）
Procamallanus parasiluri Fujita, 1927
　異名：Procamallanus parasiheri Fujita, 1927 （cf. 
藤田，1927a）
　寄生部位：胃，腸





　備考：本種の寄生部位を藤田 （1927a） は 「胃」， 
Fujita（1927）は「intestine」と報告し， 同一著者によ
る報文でも違いがある。藤田 （1927a） は本種の種小




Camallanidae gen. spp. 
　異名：camallanid nematodes（cf. Shimazu, 1981）
　寄生部位：消化管
　宿主：イトウ Hucho perryi， アメマス Salvelinus 
leucomaenis leucomaenis（= S. leucomaenis），エゾウ
グイ Tribolodon sachalinensis （= T. ezoe）
　分布：北海道
　記録：Shimazu （1981） （釧路川水系， 別寒辺牛川水
系）
オオクチセンチュウ（大口線虫）科（改称）







Genus Cucullanus Mülller, 1777
　新標準和名は，本属の種が大きな口腔を有すること
に因む。下記の 2 種以外に，三重県浜島産ニホンウナ






Cucullanus cyprini Yamaguti, 1941
　寄生部位：腸
　宿主：コイ Cyprinus carpio （1）， 不明魚種 unspecified 
fish（2）
　分布：滋賀県





Cucullanus gigi Fujita, 1927
　寄生部位：腸
　宿主：ギギTachysurus nudiceps （=Fluvidraco nudiceps）
　分布：滋賀県










　備考： 北 海 道 産 サ ケ 科 魚 類 か ら 報 告 さ れ た
Cucullanus sp. （関， 1975；Seki, 1975; 粟倉ほか， 1984；
Awakura, 1989） は本種であるかも知れない （Moravec 
and Nagasawa, 1989aを参照）。本種に関する解説（嶋津， 
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ウオセンチュウ（魚線虫）科（新称）
















Genus Cystidicola Fischer, 1798
　新標準和名は， 本属の種が魚類に寄生することに因
む。ここでは， 下記 3 種を原記載時の属名に基づいて
暫定的に本属に含めた。しかし， Cystidicola brevicauda
と Cystidicola mesopi の 2 種の形態記載は不十分で，
属レベルでの正しい同定ができないため，未確定種
（species inquirenda）とされている（Ko and Anderson, 




Cystidicola brevicauda Fujita, 1939
　寄生部位：腸





Cystidicola chika Fujita, 1941
　異名：Cystidicola minuta Fujita, 1940 (cf. Fujita, 1940), 











種小名として minutum が用いられた。嶋津 （1998） は
本種に関する解説で学名に Cystidicola minutus を用い
た。ここでは，Margolis（1968）に従って上記の学名
を用いる。
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　寄生部位：－




















Salmonema ephemeridarum (Linstow, 1872) Moravec, 
Santos and Brasil-Sato, 2008
　異名：Spiroptera salvelini Fujita, 1922 （cf. 藤田， 1922）， 
Cystidicola salvelini (Fujita, 1922)（cf. 藤 田，1928；
Yamaguti, 1935a）， Metabronema salvelini (Fujita, 1922)
（cf. Zhukov, 1960; 関， 1975；Seki, 1975; 粟倉ほか，
1984）， Cystidicoloides ephemeridarum (Linstow, 1872)
（cf. Moravec and Nagasawa, 1985b; 北村， 1986；Ito et 
al., 1987; Moravec et al., 1998b; 平澤，2000b；浦部，
2016a）， Sterliadochona ephemeridarum (Linstow, 1872)
（cf. Nagasawa et al., 1987; Awakura, 1989; 平澤， 2000a）
　寄生部位：腸，胃
　宿主：アメマス・エゾイワナ Salvelinus leucomaenis 
leucomaenis（=S. kundscha, S. leucomaenis）（1, 4, 
10）， ヤマトイワナ Salvelinus leucomaenis japonicus （= 
S. pluvius, S. malma） （2, 3）， ミヤベイワナ Salvelinus 
malma miyabei（5），オショロコマ Salvelinus malma 
krascheninnikovi （=S. malma） （10）， ヒメマス Onco-
rhynchus nerka（1, 5）， ニジマス Oncorhynchus mykiss
（= Salmo gairdneri） （5, 12），サクラマス［幼魚］・ヤ
マメ Oncorhynchus masou masou（= O. masou）（7, 8, 9, 
10, 11），アマゴ Oncorhynchus masou ishikawae（= O. 


















暑寒別川）；10. Ito et al.（1987）（北海道：問寒別川，
カウンナイ川，エサオマントッタベツ川，新冠川，静










められてきた （Moravec, 1967 を参照）。しかし，この
問題は Moravec et al. （2008） によって決着がつけら
れ，新属として設けられた本属に収められた。わが国
でも上記の異名の項に示したように，本種が含められ
た属は変遷し， Sterliadochona 属へは Nagasawa et al. 
（1987：31-32） が移した。わが国における本種の同定
に関する歴史的経過を知るには Rasheed （1965），
Moravec （1967）， Margolis （1968） が有用である。琵
琶 湖 産 宿 主 に 関 し て， 藤 田 （1928） は 「 イ ワ ナ
Salvelinus pluvius」 （ニッコウイワナ：中坊， 2016：
















（Shimazu, 1996; 平澤， 2000b） とモンカゲロウEphemera 
strigata（平澤， 2000a， 2000b）を中間宿主とする。北
海道の暑寒別川産サクラマス幼魚に寄生する本種の生
態学的研究がある （北村， 1986）。本種に関する解説 
（嶋津， 1998：11-12；Moravec, 2013: 447-461）がある。
和名は浦部 （2016a） に従う （本種の異名Cystidicoloides 
ephemeridarum に与えられた）。
マスウキブクロセンチュウ（鱒鰾線虫）属
Genus Salvelinema Trofimenko, 1962
　和名は Nagasawa and Furusawa （2006） と横山・長澤
（2014）に従う。
マスウキブクロセンチュウ（鱒鰾線虫）
Salvelinema salmonicola (Ishii, 1916) Margolis, 1966
　異名：Oxyurus sp. （cf. 越田， 1905：原著ではOxgurus 
sp.）， Ancyracanthus salmonicola Ishii, 1916 （cf. 石井，
1916）， Cystidicola salmonicola （Ishii, 1916） （cf. 藤田， 
1927b, 1931; Yamaguti, 1935a; 岡田， 1935；Fujita, 1940; 
櫻井・坂井，1943；Fukui, 1960; 福井， 1961；Margolis， 
1967；粟倉，1968），Cystidicola iwana Fujita, 1928（cf. 
藤田， 1928）， Metabronema iwana （Fujita, 1928） （cf. 藤田， 
1937；Fujita, 1939）， Metabronema oncorhynchi Fujita, 
1939 （cf. Fujita, 1939）， Cystidicola oncorhynchi （Fujita, 
1939） （cf. Yamaguti, 1961）， Metabronema kosugii 
Fujita, 1939 （cf. Fujita, 1939）， Metabronema amemasu 
Fujita, 1939 （cf. Fujita, 1939）， Cystidicola amemasu 
（Fujita, 1939） （cf. Rasheed, 1966），Metabronema 
salvelini Fujita, 1939 （cf. Fujita, 1939），Cystidicola 
chitosensis Fujita, 1940 （cf. Fujita, 1940；Margolis, 
1967）， Metabronema ishiii Fujita, 1941 （cf. Fujita, 
1941）， Rhabdochona ishiii （Fujita, 1941） （cf. Yamaguti， 
1961）， Cystidicola farionis Fischer, 1798（cf. Zhukov, 
1960）， Salvelinema iwana （Fujita, 1928） （cf. Margolis, 
1968）， Salvelinema oncorhynchi （Fujita, 1928） （cf. 
Margolis, 1968），Salvelinema kosugii （Fujita, 1928） （cf. 
Margolis, 1968）， Salvelinema amemasu （Fujita, 1928） 
（cf. Margolis, 1968）， Salvelinema ishiii （Fujita, 1941） 
（cf. Margolis, 1968）， Salvelinema salvelini （Fujita, 
1939） （cf. Nagasawa et al., 1987）， 浮袋にすむ線虫（cf. 
大高，2004）
　寄生部位：鰾，腹腔，腸
　宿主：サケ Oncorhynchus keta（1, 2, 7, 9, 12, 13），
サクラマス・ヤマメ Oncorhynchus masou masou（= 
Salmo masou, O. masou） （1, 2, 3, 5, 7, 8, 9, 17, 20, 21, 
26）， ヒメマス Oncorhynchus nerka （1, 2, 24）， ニジマ
ス Oncorhynchus mykiss （3, 5, 7, 16, 21, 22）， ギンザケ
Oncorhychus kisutch（9）， アマゴ Oncorhynchus masou 
ishikawae （23, 25）， ヤマトイワナ Salvelinus leucomaenis 
japonicus （= S. pluvius, S. malma） （4, 6）， ア メ マ ス
Salvelinus leucomaenis leucomaenis （= S. kundscha, S. 
leucomaenis） （8, 9, 11, 18, 19）， オショロコマSalvelinus 
malma krascheninnikovi （= S. malma） （21）， ブラウン














森県：－）；13. 福井 （1961） （青森県：相坂孵化場）；
14. Margolis and Kabata （1967） （－）；15. Margolis（1967） 
（－）；16. 粟倉 （1968） （北海道：－）；17. 粟倉ほか
（1984） （－）；18. Moravec and Nagasawa （1986） （青
森県：六枚橋川）；19. Ito et al. （1989） （北海道：問寒
別 川 ）；20. Awakura （1989） （ － ）；21. Moravec and 
Nagasawa（1999）（青森県：十二湖）；22. 大高（2004） 
（青森県：十二湖）：23. Nagasawa and Furusawa （2006） 
（広島県：筒賀川，猪股川）；24. Nagasawa et al. （2010） 
（北海道：洞爺湖）；25. Nagasawa et al. （2013） （山口




Ancyracanthus salmonicola, Cystidicola salmonicola，
Cystidicola chitosensis および Zhukov （1960） が報告し
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た Cystidicola farionis が本種の異名とされた。同時に，
原記載で Cystidicola iwana, Metabronema oncorhynchi, 
Metabronema kosugii ,  Metabronema amemasu , 
Metabronema salvelini として報告された種はマスウキ
ブクロセンチュウ属に移された。後年， これら 5 種は
本種の異名とされた （Moravec and Nagasawa, 1999）。
ただ，本種の同定に関しては長い間混乱が続き，現在
の学名に至るまでに上記の報文に加えて，Yamaguti
（1961）， Rasheed （1965）， Nagasawa et al. （1987） によ
る著作がある。その詳細を嶋津（1998）が記している。
本種の琵琶湖産宿主に関して，藤田 （1928）は「イワ
















コエビ類の 1 種 （越田 ［1905］ によれば Gammarus 
sp. であるが，最近の知見に基づいて同定する必要が
あ る ）， 青 森 県 か ら ヤ マ ト ヨ コ エ ビ Paramoera 
japonica（最新の学名は Sternomoera japonica：富川・
森野， 2012） が報告されている （Moravec and Nagasawa, 
1986）。なお，北海道の洞爺湖ではオオエゾヨコエビ
Jesogammarus jesoensis（最新の学名は Jesogammarus 
(Jesogammarus) jesoensis：富川・森野， 2012） が中間
宿 主 で あ る と 推 測 さ れ て い る （Nagasawa et al.，
2010）。わが国には 9 科 36 種の淡水ヨコエビ類が生
息するため（富川・森野，2012），本種は地域によっ
て異なる種のヨコエビ類を中間宿主とする可能性が示
唆されている（Nagasawa et al., 2015）。本種に関する
解説（石井，1931；山下，1965：457，462；嶋津，
1998：10-11）がある。本種の和名は Nagasawa and 
Furusawa（2006）と横山・長澤（2014）に従う。
トゲハダセンチュウ（棘肌線虫）属（新称）




Spinitectus gigi Fujita, 1927
　寄生部位：腸，胃
　宿主：ギギ Tachysurus nudiceps
（= Fluvidraco nudiceps, Pelteobagrus nudiceps）
　分布：滋賀県
　記録：藤田 （1927b） （琵琶湖）；Fujita （1927） （琵琶
湖）；Yamaguti（1935a）（－）
　備考：本種の幼虫が佐賀県鳥栖付近の小川で採集さ
れたミナミヌマエビ Caridina denticulata（最新の学 
名は Neocaridina denticulata denticulata：豊田・関，
2014）の頭胸部筋肉に寄生していた（Yamaguti and 



















Cystidicolidae gen. sp. 
　寄生部位：胃
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ゴクボソセンチュウ（極細線虫）科（改称）












Mexiconema liobagri Moravec and Nagasawa, 1998
　寄生部位：腹腔








Family Gnathostomatidae Railliet, 1895
ガッコウチュウ（顎口虫）属



































　宿主：ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus（1, 2, 3, 










（－）；13. 赤羽・真子 （1986） （－）；14. Akahane et al. 
（1986） （－）；15. 高倉 （1988） （－）；16. Koga et al. 
（1988a） （－）；17. Koga et al. （1988b） （－）；18. Koga 
and Ishii（1990） （－）；19. 村田ほか （1991）；20. 古賀






る。ドジョウの産地に関して， Koga et al. （1988b） は
中国， 台湾， 韓国のいずれか， Koga and Ishii（1990）
は東南アジア（主に中国）産と記している。宮崎・藤
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（1988）による成書に加えて，本種の形態，生活史， 








Gnathostoma nipponicum Yamaguti, 1941
　寄生部位：筋肉
　宿主：ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus （1, 2, 4, 
5, 8, 9, 10） ［自然宿主・実験的宿主］， ナマズ Silurus 
asotus （3, 6, 10） ［自然宿主］， ヤマメ・サクラマス
Oncorhynchus masou masou （= O. masou） （7, 10, 12） 
［自然宿主・実験的宿主］， ウグイTribolodon hakonensis 
（7, 10, 12） ［自然宿主・実験的宿主］， ウキゴリ
Gymnogobius urotaenia （= Chaenogobius urotaenia）（10, 
11） ［自然宿主］， オオクチバス Micropterus salmoides 
（13） ［自然宿主］， ミナミメダカ Oryzias latipes （3）［実





　記録：1. Ando et al.（1988）（三重県：上野市）；2. 
Ando et al.（1990）（－）；3. Ando et al.（1992）（三重
県：上野地区）；4. Ando et al.（1994）（三重県：上野
地区）；5. Oyamada et al.（1995a）（青森県：七戸町［犾
花］，東北町［田ノ沢，豊田］，天間林村［鳥口，小又，
長沢，附田，二ツ森，花松，昭和］）；6. Oyamada et 
al.（1995b）（青森県：上北町［豊田，花向］，天間林





天間林村， 東北町，六ケ所村）；11. Oyamada et al.
（1997a） （ 青 森 県： 東 部 地 方 ）；12. Oyamada et al. 
（1997b） （青森県：室内感染実験）；13. Ishida et al. 
（2003） （秋田県：秋田市）













Gnathostoma spinigerum Owen, 1836
　異名：顎口虫 （cf. 梅谷， 1949；宮崎・梅谷， 1950；




　宿主：カムルチー Channa argus（= Ophicephalus 
argus）（1, 2, 4, 5, 6, 7, 8, 9, 10, 11, 12, 13, 14, 16, 17, 
18, 19, 20, 21, 22, 23, 24, 25, 26, 27, 28, 29, 30, 31, 32, 
33, 34, 35, 36, 37, 38, 39, 40, 41, 42, 43, 44, 44, 45, 46, 
47, 48, 49, 50, 51, 52, 53, 54, 55, 56, 57, 58, 59, 60, 61, 
62, 63, 64, 65, 66） ［自然宿主・実験的宿主］， タイワン
ドジョウ Channa maculata （= Ophicephalus tadianus） 
（15） ［自然宿主］， ナマズ Silurus asotus （= Parasilurus 
asotus） （5, 16, 18, 19, 25, 26, 27, 28, 36, 41, 58, 62, 63, 64） 
［自然宿主・実験的宿主］， ドンコ Odontobutis obscura
（= Mogurnda obscura） （8, 25, 26, 28, 41, 58）［自然宿
主・実験的宿主］， ドジョウMisgurnus anguillicaudatus 
（3, 5, 8, 16, 19, 26, 27, 28, 37, 38, 39, 41, 58） ［自然宿
主・実験的宿主］， ニホンウナギ Anguilla japonica（25, 
26, 27, 41, 58） ［自然宿主・実験的宿主］，ハゼクチ
Acanthogobius hasta （34, 36） ［ 自 然 宿 主 ］， コ イ
Cyprinus carpio （16, 27） ［実験的宿主］， フナ属魚類の
1 種 Carassius sp. （= Cyprinus auratus）（16, 27, 41）［自
然宿主・実験的宿主］，キンギョ Carassius auratus（27）












































か （1956） （香川県：－）；29. 森下ほか（1956）（愛知













































山県， 石川県， 福井県， 群馬県］（大鶴・片桐，1956；
大鶴ほか， 1957；片桐， 1959）， 宮城県 （湯田ほか， 


























ガッコウチュウ（顎口虫）属の 1 種または複数種 ［第
3 後期幼虫］【中国産】
Gnathostoma sp./spp. 
　異名：大型の 2 種類 （cf. 赤羽ほか， 1982a），大型幼
虫 （cf. 吉村ほか， 1984）， 大型幼虫 （高倉ほか， 1985），
大型幼虫 （古賀ほか， 1985）， large type of gnathostome 








コウチュウ Gnathostoma hispidum より大きい顎口虫
幼虫が見られ（赤羽ほか，1982a；吉村ほか，1984；
高倉ほか，1985；古賀ほか，1985），ゴウキョクガッ
コウチュウの第 3 後期幼虫に類似するという（Koga 
et al., 1988a）。
スッポンセンチュウ（鼈線虫）属（新称）





Spiroxys japonica Morishita, 1926
　異名：Type XII of spiruroid larva （cf. Hasegawa, 1978）
　寄生部位：胃壁，腸壁，腸間膜，幽門垂
　宿主：ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus （1, 2）， 
ギンブナ Carassius sp. （= C. auratus langsdorfii） （3）， 
カムルチー Channa argus （3）
　分布：秋田県，東京都，新潟県
　記録：1. Hasegawa（1978）（秋田県：八郎潟；新潟
県：新潟市）；2. Hasegawa and Otsuru（1978）（秋田
県：八郎潟）；3. Shimazu et al. （2000）（東京都：皇居
［上道灌濠，蓮池濠］）
　備考：本種の終宿主はカエル類，中間宿主はカイア
シ類， 魚類は延長中間宿主である （Hasegawa and 




















Ⅲ．宿主 -寄生虫リスト Host-Parasite List
ウナギ目 Anguilliformes
ウナギ科 Anguillidae
ニホンウナギ Anguilla japonica：Anguillicola crassus, 
Anguillicola globiceps, Gnathostoma spinigerum
ヨーロッパウナギ Anguilla anguilla：Anguillicola 
crassus
ウナギ属の 1 種 Anguilla sp.：Anguillicola globiceps
コイ目 Cypriniformes
コイ科 Cyprinidae
ウグイ Tribolodon hakonensis：Pseudocapillaria 
(Pseudocapillaria) tomentosa, Anisakis simplex, 
Contracaecum osculatum, Camallanus cotti, 
Gnathostoma nipponicum
エゾウグイ Tribolodon sachalinensis：Camallanidae 
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gen. sp.
オイカワ Opsariichthys platypus：Pseudocapillaria 
(Pseudocapillaria) tomentosa, Contracaecum sp., 
Camallanus cotti
カネヒラ Acheilognathus rhombeus：Pseudocapillaria 
(Pseudocapillaria) tomentosa, Contracaecum sp.
カマツカ Pseudogobio esocinus：Contracaecum sp.
カワムツ Candidia temminckii：Camallanus cotti
キンギョCarassius auratus：Gnathostoma hispidum（実
験的宿主），Gnathostoma spinigerum（実験的宿主）
ギンブナ Carassius sp.：Contracaecum sp., Spiroxys 
japonica
コイ  Cyprinus carpio：Pseudocapillaria 
(Pseudocapillaria) tomentosa, Cucullanus cyprini，
Gnathostoma nipponicum （実験的宿主）， 
Gnathostoma spinigerum（実験的宿主）
コウライモロコ Squalidus chankaensis tsuchigae：
Contracaecum sp.
ゼゼラ Biwia zezera：Contracaecum sp.
タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus：
Pseudocapillaria (Pseudocapillaria) tomentosa，
Contracaecum sp.
ツチフキ Abbottina rivularis：Contracaecum sp.
ニゴイ Hemibarbus barbus：Anisakis simplex
ハス Opsariichthys uncirostris uncirostris：Camallanus 
cotti





マルタ Tribolodon brandtii：Anisakis simplex
モツゴ Pseudorasbora parva：Pseudocapillaria 
(Pseudocapillaria) tomentosa，Contracaecum sp.






Contracaecum sp./spp., Gnathostoma hispidum（中
国産）， Gnathostoma nipponicum， Gnathostoma 




アカザ Liobagrus reinii：Mexiconema liobagri
ギギ科 Bagridae
ギギ Tachysurus nudiceps: Cucullanus gigi, Spinitectus 
gigi 
ナマズ科 Siluridae
ナマズ Silurus asotus：Eustrongylides sp., Camallanus 




ワカサギ Hypomesus nipponensis：Eustrongylides 
ignotus, Cystidicola chika, Cystidicola mesopi, 
Salvelinema salmonicola
サケ科 Salmonidae
アメマス・エゾイワナ Salvelinus leucomaenis 
leucomaenis：Pseudocapillaria (Ichthyocapillaria) 
salvelini, Anisakis simplex, Camallanidae gen. sp., 
Salmonema ephemeridarum, Salvelinema 
salmonicola
イトウ Hucho perryi：Anisakis simplex, Camallanidae 
gen. sp., Cucullanus (Truttaedacnitis) truttae
オショロコマ Salvelinus malma krascheninnikovi：
Cystidicola brevicauda, Salmonema 
ephemeridarum, Salvelinema salmonicola
カラフトマス Oncorhynchus gorbuscha：Anisakis 
simplex, Anisakis sp., Contracaecum sp., Ascarophis 
sp. 
ギンザケ Oncorhynchus kisutch: Salvelinema 
salmonicola
サクラマス・ヤマメ Oncorhynchus masou masou：
Pseudocapillaria (Ichthyocapillaria) salvelini, 
Capillariidae gen. sp., Anisakis simplex, Anisakis 
sp., Contracaecum sp., Cystidicola sp., Salmonema 
ephemeridarum, Salvelinema salmonicola, 
Cystidicolidae gen. sp., Gnathostoma nipponicum
サケ Oncorhynchus keta：Anisakis simplex, 
Contracaecum osculatum, Pseudoterranova 
decipiens, Salvelinema salmonicola
サツキマス・アマゴ Oncorhynhus masou ishikawae：
Pseudocapillaria (Ichthyocapillaria) salvelini，
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Contracaecum sp., Cystidicola spp., Salmonema 
ephemeridarum, Salvelinema salmonicola
ニジマス Oncorhynchus mykiss：Salmonema 
ephemeridarum, Salvelinema salmonicola, 
Gnathostoma nipponicum（実験的宿主）
ヒメマス Oncorhynchus nerka：Salmonema 
ephemeridarum, Salvelinema salmonicola
ブラウントラウト Salmo trutta：Salvelinema 
salmonicola
ミヤベイワナ Salvelinus malma miyabei：Salmonema 
ephemeridarum
ヤマトイワナ Salvelinus leucomaenis japonicus：
Salmonema ephemeridarum, Salvelinema 
salmonicola
不明サケ科魚類 unspeficied salmonids: Anisakis sp., 
Contracaecum sp., Salmonema ephemeridarum
トゲウオ目 Gasterosteiformes
トゲウオ科 Gasterosteidae
太平洋系降海型イトヨ Gasterosteus cauleatus 
aculeatus：Contracaecum osculatum
トミヨ属淡水型 Pungitius sp. 1：Agamospirura sp.
ダツ目 Beloniformes
メダカ科 Adrianichthyidae
ミナミメダカ Oryzias latipes：Camallanus cotti, 
Gnathostoma nipponicum（実験的宿主）
サンフィッシュ科 Centrarchidae
オオクチバス Micropterus salmoides：Eustrongylides 
sp., Gnathostoma nipponicum
ブルーギル Lepomis macrochirus：Eustrongylides sp., 
Contracaecum sp., Gnathostoma doloresi
カジカ科 Cottidae
ウツセミカジカ Cottus reinii：Camallanus cotti
カジカ Cottus pollux：Camallanus cotti
タイワンドジョウ科 Channidae
カムルチー Channa argus：Eustrongylides sp., 
Gnathostoma spinigerum, Spiroxys japonica
タイワンドジョウ Channa maculata：Gnathostoma 
spinigerum
ドンコ科 Odontobutidae
ドンコ Odontobutis obscura：Capillaria mogurndae, 
Pseudocapillaria (Pseudocapillaria) tomentosa, 
Camallanus cotti, Spinitectus mogurndae, 
Gnathostoma spinigerum
ハゼ科 Gobiidae
ウキゴリ Gymnogobius urotaenia：Conracaecum sp., 
Gnathostoma nipponicum
ウキゴリ属の 1 種 Gymnogobius sp.：Camallanus cotti
クロヨシノボリ Rhinogobius brunneus：Camallanus 
cotti, Spinitectus sp.
ヌマチチブ Tridenter brevispinis：Contracaecum sp.
ハゼクチ Acanthogobius hasta：Gnathostoma 
spinigerum
マハゼ Acanthogobius flavimanus：Gnathostoma 
spinigerum（実験的宿主）
ヨシノボリ属の 1 種 Rhinogobius sp.：Eustrongylides 
sp., Contracaecum sp., Camallanus cotti
不明魚種 Unspecified fishes
Eustrongylides sp., Pseudocapillaria (Pseudocapillaria) 
tomentosa, Anguillicola crassus, Contracaecum sp./
















赤羽啓栄・真子俊博 （1986）：剛棘顎口虫 Gnathostoma hispidum 












口虫 Gnathostoma hispidum Fedtschenko, 1872 の生活史に
関する研究．第 1 報 ドジョウ寄生の第 3 前期幼虫を数種
の脊椎動物に与えた実験．寄生虫学雑誌，32，459-464．
荒木　潤・小林由和・内川隆一・柴原壽行（2011）：ブルーギ

























石 井 重 美 （1916）： 本 邦 産 鱒 の 鰾 内 に 寄 生 す る 一 線 蟲








































物学辞典 第 5 版』岩波書店，東京，xviii + 2171 pp．
岩田俊夫（1959）：顎口虫仔虫に及ぼす感光色素の影響．熊本
医学会雑誌， 33 （補 12）， 3234-3245．

































江草周三（1978）：『魚の感染症』恒星社厚生閣， 東京， 554 pp．
江草周三・Ahmed, A. T. A.（1970）：養殖ウナギの鰓に見られ
た Suctoria 寄生．魚病研究，4，172-175．
江草周三・吉良桂子・若林久嗣（1969）：養殖ウナギにおける
線虫 Anguillicola globiceps Yamaguti の鰾寄生について．
魚病研究，4，52-58．








（1958a）：有棘顎口虫宿主の組織反応 第 1 報 第 2 中間宿
主の組織反応．熊本医学会雑誌，32（補 3），472-478．
岡村一郎・羽田野邦和・内田健一・岩田俊夫・坂本季明















大場直材（1959a）：有棘顎口虫に関する研究 第 1 篇 有棘顎口
虫の基礎代謝に関する研究．久留米医学会雑誌， 22， 2999-
3005． 
大場直材（1959b）：有棘顎口虫に関する研究 第 2 篇 有棘顎口
虫飼育液の家兎体重，血液に及ぼす影響．久留米医学会雑
誌，22，3006-3011． 
























学研究， 27， 1129-1140． 
北村隆也（1986）：暑寒別川産サクラマス幼魚の消化管におけ
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古賀正崇・石井洋一・赤羽啓栄・Mao Shou-Pai（1984）：中国

























































棚瀬幸正（1959a）：有棘顎口虫症に関する実験的研究 第 1 報 
血液像に関する研究．熊本医学会雑誌， 33 （補 12）， 3038-
3051．
棚瀬幸正（1959b）：有棘顎口虫症に関する実験的研究 第 2 報 
























（1889-2015 年）．広島大学総合博物館研究報告， 7， 89-
115．






















橋本健一 （2000）：Pseudozoogonoides ugui Shimazu, 1974 (Digenea, 






羽田野邦和（1958a）：有棘顎口虫に関する研究 第 2 編 有棘顎
口虫第 3 期幼虫並びに第 2 中間宿主の組織反応の組織化
学的研究．熊本医学会雑誌， 32 （補 3）， 414-423．
羽田野邦和（1958b）：有棘顎口虫に関する研究 第 3 編 有棘顎
口虫幼若虫並びに終宿主の組織反応の組織化学的研究．熊



















































































魚介類のアニサキス Anisakis， 宮崎肺吸虫 Paragonimus 













山口富雄（1951）：顎口虫症の免疫学的研究 第 1 報 皮内反応（そ
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